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政司貫禄、４球でゲーム決めた！
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11/21（日）横山公園野球場に出向き、オープン戦を行った。当初予定していた先発は、サンデー幹男だったが、体調不良により、急遽深沢が
先発マウンドに上がった。そのゲームは後攻で始まった。先発＠深沢は、先頭打者を３球で三ゴロに討ち取り、幸先好調かと思った矢先、次打者
にストレートで四球を献上、しかし、後続を何と空振り三振、後続も抑え初回を０点発進した。ゲームは２回に動いた。先頭、次打者を凡打に討
ち取ったが、その後の打者にストライクが先行するも、本日２個目の四球を献上、次打者の打球は、レフトへ。レフトが打球下に入り、左飛に討
ち取ったと思ったが、残念ながら捕球したボールはグラブから零れ落ちた。その後、送球エラーの間に、一気にホームインされ、無安打で先制を
許した。次打者には今日唯一の安打を放たれ、この回２点を献上し、ゲームは追う展開となった。しかし、野球はピンチの後にはチャンスが来る。
この回先頭の深沢が、四球を選び出塁、次打者も四球で無死１・２塁の得点場面、後続は倒れたものの、今日ライトに入った荒木が、初球を叩き、
打球は、三遊間を抜き無死満塁、しかし、以外と無死満塁の場面で得点に繋がらないのも野球、巧みな投球にバットは超湿り、絶対の得点シーン
は０点だった。３回、先頭を二飛に打ちたったが、後続をお約束かのように、今日３個目の四球、しかし次打者を三振更には、盗塁を捕手＠井上
が矢のような送球を見せ、三振ゲッツーでこの回を終えた。しかし、似たような内容が我がチームにも、先頭の達脇が放った打球は左越え２ベー
ス、またもや得点シーン、次打者も四球を選び、またもや無死１・２塁の得点シーン、この場面に打者は４番＠竜。しかし、初球を打ったが、そ
の打球は、三塁へ、三塁ベースを踏まれ１死、その後ファーストへ送球され、アウトと我がチームもDPを喫してしまった。４回には２つのエラー
が絡み１点を献上した。しかし、この裏の攻撃から我がチームの粘りが出てきた。先頭は倒れるも、政司が安打で出塁、後続も四球で、１死１・
２塁、続く荒木は、ショートゴロに倒れるも、ベースランナーの好走塁で、それぞれ進塁、２死２・３塁と得点場面になった。この場面で、相手
投手が投げた５球目に捕手がPB、この一瞬に、サードランナー政司がホームイン、はたまた、一瞬のスキを付いた、２塁ランナーが一気にホーム
インし、２点を挙げ、その差は１点差に縮めた。続く５回には、眠っていた先頭＠たかあきの２ベースを皮切りに、達脇の技ありバッティングで
同点、そして、ランナー二人をこーすけが歩いてホームインさせる推定９５ｍの右越え３ランを放って、今日のゲームを決めた。最終回、時間を
気にしたところから、何と３者連続四球を献上したところで、マウンドは政司に交代、しかし、犠飛で１点を失点するも、４球で、あっさり２打
者を抑え貫禄の２つ目のセーブを挙げた。今日のゲームは、どうなるかと思ったが、何とかチーム一丸勝利をする事が出来た。しかし、この裏で
は、やはりやらなくてはいけない事が出来なかった・出来ていなかったのが、今日のゲームに苦しんだ要因であろう。さー、今期も残すところは
３試合、次回は、がっちり勝利しましょうね！そしてその翌週は、２年連続のタイトルをゲットしようぜ！


